






DIE  „TRANSZENDENTALE" PHILOSOPHIE HEIDEGGERS 
                   UND 
 IHR  WELTBEGRIFF 
 T oru KARASAWA 
         Atomi Gakuen Women' s University, Niiza-shi, Saitama 352
 Die fundamentalontologische Fragestellung von  ,  Sein  und  Zeit wurde dis zum Jahre 1929 weiterentwik-
kelt.  Urn den tranzendentalen Horizont der Frage nach dem Sein zu gewinnen, hob nun Heidegger die 
Transzendenz des Daseins ins Thema. Er nannte sein Verfahren eine  „transzendentale" Erorterung. Dort 
 begriindet sich das Dasein transzendental durch sich selbst. Da erhob sich die  heikle Frage, ob diese 
 Begriindung  und der daraus entnommene  Weltbegriff nicht von subjektivistischer Art seien? 
 Im folgenden wird versucht, die  „ transzendentale" Philosophie Heideggers  nailer zu  erOrtern, im 
 philosophiegeschichtlichen Zusammenhang  und dazu im Hinblick auf das Problem der inneren Struktur des 
transzendentalphilosophischen Denkens  iiberhaupt.
Key words: Transzendenz, transzendental, Freiheit, Welt,  Subjektivitiit.







































して始められる。 カン トが 「超越論的認識」 とす




































カン トの 「コペルニクス的転回」の意味を変化 さ
せる。それは,「存在的認識は,必然的に存在論的
認識に則る」⑥ とい う意味 となる。ハイデガーは,
この 「転回」によって,カ ン トが 「存在論」の問
題を中心に据えた と考えるのである。すでにハイ
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存在論が,そ の内的可能性を問われるのである」

















定 として認識の理論である」。(8)カン トの 「純粋理
性批判」は,認識論の側面に重点を置く解釈をさ
れる事が多かったが,ハ イデガーは,そ のような


















ここで自覚している。 「カン トが言わん と欲 した
事を」解釈するとい う事 も言われる。カン ト解釈
の書物 としての,そ の特異な性格は,直ちにカッ
シーラーによる批判を招いているが,こ の書は正
に,カ ン トを利用 してのハイデガーの存在論の展
開なのである。ハイデガーが 「超越論哲学」を言
う時には,すでにそれは,自 らの存在論のための




























的構想力」が,実 は 厂根源的時間」であると言 う













































本質となる時に 「根拠」と 「超越Jと 「真理」の
かかわ りとなる。手がか りとして 「超越」が選ば
れるのは,そ れが,その内部において 「根拠」の
問題が出会われ る 「領域」であるとい う事による。
しかし,同時に,上 に示 した根源的関連から,そ











で 「存在論」が 「根無 し」になっている事態を言











定とする限 り,有限的 ・事実的 「現存在」の超越











的な 「内在」の担関者 として,つ ま り 「限界」を
設定 しての 厂主観一客観」の関係 として超越は考
えられていない。その超越は実存的である。そこ
では,現 存在は,超 越(も しくは超 出)に おい
て,は じめて自己がそれであるところの存在者
に,つ まり 「自己自身」 としての存在者に達する
とい う事がいわれる。超越が 「自己性」を構成す












































の中に存在 している他者を指示 している こと,
「世界」はその各人のみ負 うものでな く 「共同
的」であるとす る。 フッサールでは,人 間各 自
が,そ の経験能作において形象を構成する,自 由
・絶対の主観であって,これにより,厂世界」は,




























ので,そ の全体たる世界 というものは 「そこから
して現存在が,い かなる存在者に,か ついかにし
て,存 在者にかかわる事が出来るのかということ




「根本へ行 くこととしての乗 り越え,こ の根本か
ら現実を解明,変 化,改 良す る こととしての
　 む
帰還」⑱ とい う出来事で ある。ハイデ ガ ーは,こ
の帰還 を 「世 界 か ら自己へ 帰還 し来 る事 に よっ
て,そ れ は自己 として,即 ち,そ うあるべ く彼に
委ね られた,そ うい う存在者 として 『時熟す る』
(zeitigen)」⑳ こととする。現存在 の被 投 的 なる
こと,事 実性,有 限性 の導 出である。現存在の 自
己性の分析は,世 界にある性格を与 える事につな
が って行 く。 実存 と しての 自己 が 問題 とす るの
は,い つ も、自己の 「存在可能」(Seinkonnen)で
あるが,こ の実存が,い つ も 「それ のため」,「そ
れの故 に」(Umwillen)実存 してい るの は と りも
なお さず世界であ るので,世 界 は,そ こか ら個 々
の 厂～ のためJが ある ことの可能性 の根拠 とい う
ことに なる。つ ま り世界 には,根 源的 な 「～のた
め」 とい う性格が認め られ る こととなる。
世界 は,現 存在の 「～ のた め」 のその時 々の全
体 と して,現 存在 自身を通 じて,現 存在それ 自身











在は,世界を 「生起」せ しめる。もちろんそれ と





















新せらるべ き存在論的解釈を通 じてのみ呈露 さ
れ,把 握される。……而 して,かかる存在論的解














るべきではあるまい。H.フ ァイ クが 厂ハィデ
ガーにおいては 『超越』もしくは 『超越論的』
が,『主観性』もしくは 『意識』にかかわる言葉で
な く,存在を理解する 『現存在』の脱 自的時間性
から規定される」㈱ と指摘 している事に も注意す
べきである。
ハイデガーは,「主観性」についての存在論的






















う哲学者 として,そ してその哲学をrr抽象的 自
我』を,行動 と自由の構造へ と構成的に解消す る
哲学である」伽 と理解するのである。 クリングス




















聞き取る」⑳ 事であるとい う。なぜならば 「主語」
と 「述語」の問の 「～ある」 として架けられる橋
は,土 台がすでに設置 されているところでしか架











と呼び,フ ィヒテの 「対象が対象として認識 され
ると同時に実現される」の意味の用語を用いてい





































あって,そ れが故に,その 自由は 厂根拠一般」の
根源にすえられている。超越を形成する自由は,
「根拠への自由」である。 この種の自由は,例 え
ば,フ ィヒテが 「行為の行為Jと して,「自我」の
超越論的行動の核にした 自由と同じものと考えら
れる。つまり,それは 「超越論的 自由」である。
カン トが 「認識の制約」 として 「意識の超越論的
統一」を,そ れ以上には解消不能の事実としてた






















の絶対的無差別 としての 「無底 ・無根拠」(Ung-
rund)に至 り,彼の後期哲学での 「何故総 じて何
かが在って,何 もないのではないのか?」 の問へ
つながる局面を開く。ハイデガーのシエ リングへ
の注目は,明 らかに 「自由」と 厂根拠」の関わ り
の存在論的意味にある。
「原存在」 と 厂世界」の根源としての 「自由」,
これは,超越論的地平においてのみ問題 とな り得













































さて,ハ イデガーの 「自由」と 「根拠」のかか
わ りは,「根拠づけ」の問題へ移る。そのかかわ り
は 「根拠づけ」である。「根拠づけ」は,そ れに


























己を 「自由」それ 自身へと戻 し返すことがわかる。
「自由」は,根源 として,自 ら 「根拠」となる。
この構造を,ハ イデガーは 「自由は,根 拠の根拠
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である」⑱ として規定する。



















































て,純粋感性の静的な形式であった 「空 間」 と
「時間」が,こ こにおいては 「現存在の生起」 と
して 「空間の形成」と 厂時熟」となっていること
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る 「超越論的自我」 と 厂内世界的人間の自己」の
区別に関して,「『肉化』 した我々」㈲ の問題 を立
てる。その後のフィンクの思想の展開に見られる
如 く,フィンクの 「世界」は,人間の歴史的 ・社
会的共同存在と宇宙論的(ヘ ラクレイ トス的)世
界との協働の 「世界遊戯」の世界である。 この視











































界」が,絶 対的出発点としての 「意識」の 「構成




は,ハ イデガーの 「現存在」の 「情態性」(Befin-
dlichkeit)という,・人間の受動的事実性の存在論
的命名に見い出す。この 「事実性」は,もはや意
















けて行った同 じ批判を,も う一度,今 度はハイデ
カーに向けて行ったのである。













尾にフヅサー!レを置いたが,シ ュル ツは,フ ッ
サール,シ ェーラー,そ してハイデガーをその末



























は,「考える主観」か ら 「存在する主観」への移 り







シxル ツが 「存在 と時間」を 厂主観主義的Jで
あると規定するのは,次 の意味においてである。
それは,そ こにおいては 「現存在が,そ の自己の
全体性の中で,も はや他の存在者か らしてでな
く,自己自身からして解釈 しようと試みる」その
限 り,その意味で 「主観主義的」である,とい う








ころが媒介 としての 「無」は,「形而上学 とは何
か」で明らかにされているように,そ の 「無化」
において 「襲 う」ものである。現存在は,こ の媒
介を,も はや 自由になし得ない。先にも示 した通
り,ハイデガーはその 「超越」において,現 存在
の根拠が 「無」の中に保ち入れられている事を示




点」において,ハ イデガーが 嘸 」の哲学か ら
「存在」の哲学へと 「転回」 して行 くと言 う。そ




































Heideggers.(大橋 ・溝 口 訳,ハ イ デ ッ ガ ー の 根



































































0SeinandZeit.(SuZ .と 略 記);Max
Niemeyer,Tubingen.1979
